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１．研究の

塑性加工プ

変形中の弾性

線の発達挙動

時間に実験的

大変有益であ

子線回折およ

走査

： 3D4D, そ

目的と背景 

プロセスの最適

性ひずみ、塑性

動を、任意の方

的に評価するこ

ある。これを実

よび電子線後方
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ルテンサイト
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た像を、コンピ

する要素技術

この階層的 4D

れまで基礎的に

動の素過程を一

定形状への成形

究に取り組んで

きた階層的 4D

られた 3D 像の

の発達挙動をフ

デリング手法と

な実験データ

ウス曲率2、結晶

示す手法の確立

ピューター上で

みやガウス曲率
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クショニング）
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２．実験方法

材料組織の

あるいは独自

顕微鏡(Genus

してシリアル

化ソフト AVI

形態の定量化

った。詳細は

顕微鏡 3D 像あ

やひずみの情
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３．実験結果

3.1 ラスマル

 全自動シリ

いて得たラス

す。ここでは

合して示して

あるいはパケ

ことができる

いても解析す

形態像から界

たのち、それ

さらにその結

れる色座標系

１枚の EBSD 像

えて、組織お

可能になる。

 

3.2 DP鋼 

 二相組織鋼

相の体積率だ
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マルテンサイト
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鋼を用いた。 

ョニング3D顕微

イト組織形態の

ションに EBSD

により、マルテ
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界面の垂直方

能になる（図５

向のベクトルを

から結晶座標

で表示できるよ
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晶学的な特徴
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することが可

また引っ張

とにより、ボイ

ここでは、ボ

に一度組織観
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と組織の 3D 像

でその２種類

先生成サイト

 

3.3 Ni-Cr 合

鉄鋼材料で

的に生成する

生成挙動を理

では冷却時に

しまうため、

価することは

造であるfcc

存する Ni-43

ナイト粒界か

(図１０)。特

位関係の関係
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可能である。 
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結言 

像と EBSD 像の

て、結晶学情報

ようになった。

 

ト 

図

図

図 10 fcc 粒界面

的特徴(F

の応力腐食割れ

壊であり、一層

いる。本研究で
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図８ 位相幾何
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その機構の解
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より行った。図

ョンにおける

先伝播経路が明

組織形態の 3

分布との関連が

顕微鏡 3D 像の

何学特徴の評価

おける一次ボ

位を示す 3D 像
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と EBSD 像

子炉内において

解明を通じた対

裂経路の同定を

図１１に示すよ
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明確にわかる。
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像の取得を、
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